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京都 大 学広 報 委員会
活動の混乱に基因するととろがあるといわざるを
得ない。
言論 ・表現の自由が他のいかなる社会にもまし
て確保されるべき大学においては，学生の自治活
動も，学生諸君が自ら定めた規約に則り，理性的
な話し合いによって営まれるべきである乙とは言
をまたない。いわんやゲパ捧などを携帯し，力lζ
訴える行為のどときは厳に慎しむべきととであ
る。いたずらに一時の感情に走る乙となく，良識
ある論議をつくし，学生諸君自らの手で現在の自
治活動の混迷から立ち直られる乙とを切望してや
まなし、。
昭和47年12月13日
学生部長川又良也
（掲示）
さる12月13日lζ強く自戒を求めたにもかかわら
ず，依然として学内においては混乱が続いてお
り，そのために，学外の市民Kまで多大の迷惑を
かけ，登下校時の児童や幼稚園児が危険にさらさ
れている現状である。
直ちに暴力的行為をやめ，良識ある行動をとる
よう，学生諸君の猛省を促すものである。
昭和47年12月15日
学生部長川又良也
第四錦林小学校育友会との
懇談会について
さる12月17日（日）楽友会館において，本学と
第四錦林小学校育友会との懇談会が行なわれた。
ζの懇談会は，別掲の育友会長からの「京都大学
への申し入れ書」について両者が話し合うための
もので，本学からは総長および学生部長，育友会
325 
京大広報
からは会長，副会長ほか会員多数が出席した。
懇談会は午前10時に始まり， 「申し入れ苦」の
諸点のうち主として第1項目につき話し合われた
が，総長は，乙の問題に関して地域住民ならびに
学校関係者に対し多大の迷惑をかけている乙とを
深謝し，乙の問題を解消するために大学として可
能な方法によりできるだけ努力を続ける旨説明し
て，同11時30分終了した。
（別掲）
「京都大学への申し入れ昔」
第四錦林小学校区は京都大学を管内にもち，
昔から非常に教育環境のょいととろとして有名
であり，私達児童をもっ保護者としても大変喜
んでおりました。
しかしこ乙数年来大学紛争その他京都大学を
めぐる種々の問題のため通学の児童達が精神的
肉体的に多大の危険と迷惑を乙うむる乙とが多
くなっております。私達は，四錦校の児童の安
全を守るという立場から次の諸点について善処
されるよう申し入れます。
1 大学正門前の道路は，学童通学路になって
いますが，大学紛争時はしばしば危険を感じ
通るととができません。いかなるI与にも児童
の通学の安全を保障して下さい。
2 大学周辺の立看阪が釘が出たり倒れたりし
て多大の危険を感じますので責任をもって官
疎指導して下さい。
3 東一条交叉点の通行が安全にできるよう考
慮して下さい。東北角のすみをきり見通しを
よくし，ガードレー ノレを設置して下さい。
4 大学淘辺の照明を増設して下さい。
5 万一児童に事故が起ったときの保障対策を
考慮して下さい。
6 大学紛争時のデモ行進，投石等の情報を正
確かっ迅速に四錦校宛知らせて下さい。
7 以上の件につき定期的に話し合いをもつた
めの窓口を設けて下さい。
昭和47年11月20日
第四錦林小学校育友会
会長高橋幹一
京都大学総長殿
なお，12月14日から23日まで学生部委員，各学
部 ・教養部の教官および事務局 ・学生部の職員が
東一条通りで通学 ・通園の児童 ・園児の誘導にあ
たっ7こ。
教官の海外渡航 （外国出張）事務
の取扱いの一部変更について
海外渡航手続等の概要については， 京大広報
No. 41 IC掲載されていますが，とのたび文部省に
おいて，国立大学等からの要望iζ基づき，教官の
海外渡航の特殊性を考慮し，渡航後における研究
活動の円滑化を期するため，渡航事務手続きの改
善を検討した結果，教官の海外渡航事務の取扱い
が次のとおり変更されました。
教官が研究を目的として外国出張する場合IC,
すべて文郎大臣の承認を憂するととは従前どおり
ですが，旅券については， 「一般株券」による乙
とが原則となり，一般旅券への渡航先悶の追加お
よび出張期間の変更については，各大学長におい
て処置してさしっかえないとととなりました。
ただし，特別な事情があると認められる場合お
よび本人が特に希望する場合lζは，従前どおり公
用旅券の発給請求をするととができます。
なお，詳細については，昭和47年10月11日付け
文部事務次官通知および文部省人事課長通知を参
照してください。 （事務局）
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